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 2020 年 5 月 22 日に、日本教育学会「9 月入学・始業制」問題検討特別委員会より、提言「9 月入学よ

りも、いま本当に必要な取り組みを―より質の高い教育を目指す改革へ―」が、文部科学省の担当者に提

出されました。 

・提言全文 

http://www.jera.jp/wp-content/uploads/2020/05/JERA20200522SpecialCommitteeTeigen.pdf 
・概要 

http://www.jera.jp/wp-content/uploads/2020/05/JERA20200522SpecialCommitteeSummary.pdf 
提言の第Ⅰ部では、9 月入学・始業が実施された場合にどんな措置が必要になりどんな問題が生じるか

が分析・予測され、第Ⅱ部では、現在の状況への方策として行うべき取り組みが具体的に提案されていま

す。「概要」の方は財政面の議論の要約にややウェイトが置かれすぎている感がありますが、「提言全

文」の方では、「9 月入学・始業制」について私たちカリキュラムの研究者から見ても行き届いた検討が

なされています。  

 このたびのコロナ危機は、子ども・若者やその教育者に対して、身体的・精神的ケアの必要性、学びの

遅れや学力の格差拡大への対応、経済的支援、入試準備や就職活動への対応など、さまざまな課題をもた

らしています。こうした課題に対していま急ぐべきことは、教育課程の調整、教材の提供・配信、関係教

職員の配置、ICT 利用環境の整備充実、財政的支援などの対策を手厚く進めることです。 

学習権の保障や心身のケアと 9 月入学・始業という制度改革とを同時に進めればいいという意見がある

かもしれませんが、財政的・人員的・時間的な制約を考えれば、その提案は現実的とは思われません。 

 以上から、私たち日本カリキュラム学会理事有志は、日本教育学会の提言に賛同いたします。 
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